




























































るガイドライン」（平成 26 年 8 月 26 日、文部科
学大臣決定）。 
研究者のコミュニティによる自律的な協働と
しての論文や研究助成のピアレビューにおける
審査に関わる審査者の作業時間といった目に見
えないコストはかなり大きく、研究者の負担と
なるものです。これらの作業は、無償で行われ
る場合が少なくなく、また審査者は審査のため
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に自身の研究のための時間を割く必要がありま
す。それでもこのような営みが、多様な「知」
の創造を目指し、「知」の限界に挑む学術研究に
とって、「何ものにも束縛されない発想の自由」
（「改革 2018」）を担保するものとなっていると
いえます。本誌では査読制度は採用されていま
せんが、編集は院生により自主的な共同によっ
て行われており、原稿の募集、印刷所との折衝、
校正の進行管理など多くの仕事が担われていま
す。研究は自らの研鑽とともにコミュニティの
無償の活動によって支えられていることを自覚
して、コミュニティへの主体的な参与を期待し
ます。
